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取　組　状　況
1．授業内
　講義で学んだ内容をその日の授業時間内で試験形式で実践し自分自身の
理解度を確認する。理解度が十分でない学生のために同じ演習を自宅学習
課題として持ち帰らせて復習を行い再提出させることで学生の理解の向上に
努めた。

2．学習の多段化によるステップ的な座学の実施
　定理、公式については、概要説明、公式を使った解法の例示、例題の提示、
例題を解く時間を設けた後の解答手順の確認、演習の順番で学生の理解の
ステップを細かく刻めるようにし、授業内における理解度の向上に努めた。
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